
８月21日～23日

　市役所１階でつげさんの推し
活うちわを作るワークショップ
を開催しました。
　参加者は、つげさんのイラス
トや好きなメッセージなどを選
び、思い思いにデコレーション。
色やデザインを工夫しながら、
オリジナル推し活うちわを完成
させていました。

　在大阪・神戸インド総領事館か
らDevendra Kumar副領事が市役所
に来られました。
　本市とインド総領事館のクリ
ケット交流の懇談の中で、市長は
「クリケットを通じて交流を深め
るとともに、文化的なことや経済
的なことも積極的に連携していき
たい」と話しました。

９月４日

８月17日～19日

　市では人材確保の一環として職場
体験を開催し、公務員志望の大学生
や高校生など36人が参加しました。
参加者からは、職場体験を通じて
「意外と外回りが多い」「民間と連
携して進める仕事が多い」などの意
見がありました。また、
市長との懇談では、学
生から様々な提案が出
されました。

８月19日

　(株)ワールドサービスと「結婚支
援に関する協定」を締結しました。
　本協定は、若者が自分らしい将来
を描けるようライフプラン形成に関
する啓発や、結婚を希望する方の出
会い・結婚を支援するものです。
　今後も、若者や子育て世帯から選
ばれるまちの実現に向けて、取り組
みます。
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◆障害者用に音声版・点字版の広報も発行しています。ご希望の方は障害福祉課

(☎072－433－7012)へお問合せください。

　また、障害のある方でイベントなどに参加する際配慮が必要な場合は、各問合せ

先へご連絡ください。可能な限り対応します。
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職場体験

８月21日

　浜手地区公民館に、今年も子ども
たちがボランティアと作った「おば
けやしき」が登場しました。
　みんなで力を合わせて作り上げた
おばけやしきは、遊び心が詰まった
本格的な仕上がりとなりました。
　来場者は、次々と現れるおばけに
驚き、また子どもたちもおばけを演
じて、ともに楽しんでいました。

おばけやしき

９月４日

８月22日

　第20回アジア競技大会におい
てクリケット女子日本代表に選
出された貝塚J-Girls所属の後藤
日生選手が市役所に挨拶に来ら
れました。
　後藤選手は、「得意のバッ
ティングで、たくさん得点を取
るので応援よろしくお願いしま
す！」と力強い意気込みを語り
ました。

　Daigasグループ『小さな灯運
動』から、幼児用テーブル１脚
を寄贈いただきました。この
テーブルは、幼児が使いやすい
高さに設計されたもので、今後
の幼児食講座などで活用させて
いただきます。
　ありがとうございました。

クリケット日本代表表敬 ９月８日 幼児用テーブル寄贈

Resona EXPO Re:Future

インド副領事表敬つげさん推し活うちわ

結婚支援に関する協定

JiroDiary

子育て、応援します！

動画はこちら

市民カメラマン(村中康孝さん)撮影

　万博レガシーイベント「Resona 
EXPO Re:Future」に泉州オープン
ファクトリー(貝塚市)として参加
しました。
　市内から水間鉄道(株)、パナソ
ニック エナジー(株)、竹利タオル
(有)、日本紙工(株)が参加し、来
場者に貝塚市や市内企業の魅力を
発信しました。

実習生がＰＲ動画を撮影している様子

　まもなく、来年度の仲よし
ホームの利用申し込み申請が始
まります。
今回から、オンラインでの申し
込みに変更となり、家にいなが
ら、または仕事の合間に、期間
中24時間申し込めるようになり
ます。
　また、これまで仲よしホーム
については、利用者の皆様、議

員の皆様、現場職員の皆さんから、環境改善に向けた様々
な意見をいただいてきました。
　南小仲よしホームの待機児童解消や、中央小仲よしホー
ムのトイレ増設など、これまで課題となっていた点につい
ては、できる限り速やかに対応を進めていますが、ほかに
もまだまだ対応すべき点はあり、今後も具体的な取組みを
実施していきたいと思います。
　子育て支援充実に向けたほかの施策では、保育料の負担
軽減や、妊産婦移動支援としてタクシーアプリ『GO』を活
用したデジタルタクシーチケット１万円分の配付を予定し
ています。さらに、９月議会補正予算で、通学定期購入補
助や、新生児への紙おむつ支給を提案したところです。
　これからも、子育てしやすい貝塚市を目指し、前例にと
らわれず、スピード感をもって施策を実行してまいります。


